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表紙の写真

1986年伊豆夫島三原山のストロンボリ式噴火

伊豆大島火山は1986年11月15日12年ぶりに噴火を開始Lた.三原山(内輪山)

の火口から噴き上げる溶岩噴泉は一時は高さ500血にも達し深さ約200mの竪坑状

火孔を溶岩で埋めたてていった.竪坑状火孔を埋め尽くした溶岩は19日午前10時頃

には内輪山から溢れ出し数条の溶岩流となってカノレデラ床に達した､写真は19目

の午後8時10分頃約2km離れた御神火茶屋付近にて撮影したものである.火口

では間欠的に爆発音を伴って火山弾(溶岩餅)が放物線を描いて放出されるスト目

ソボリ式噴火が行われていた.夜になると御神火茶屋には大島住民や観光客が多数

押し寄せた.まさかこの2日後に大島全住民約1万人が島外へ緊急避難するような

事態に至るとは多くの専門家でさえ予測していなかった.
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